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第 73 号筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター
茨城県厚生連  総合病院  水戸協同病院

「心のこもった良質な医療を提供し、地域の医療と人材育成に貢献します」病院理念

皆
さ
ん
、
手
が
痛
く
な
っ
た
り
、
怪
我
し

て
し
ま
っ
た
時
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
接
骨
院

へ
行
く
、
整
形
外
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
行
く
、

病
院
を
受
診
す
る
、
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

結
果
的
に
治
れ
ば
、
そ
れ
で
良
い
の
で
す
が
、

治
り
が
遅
か
っ
た
り
、
痛
み
が
残
っ
た
り
し
た

経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
整
形
外
科
の
中
で

も
、「
手
」「
肘
」
と
い
っ
た
上
肢
の
外
傷
や
疾

患
を
よ
り
専
門
的
に
診
る
の
が
、
手
外
科
専
門

医
で
す
。
私
の
恩
師
は
『
手
に
は
整
形
外
科
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
す
べ
て
詰
ま
っ
て
い
る
』
と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。
整
形
外
科
で
は
、
骨
・
軟

骨
・
靱
帯
・
神
経
・
血
管
と
い
っ
た
組
織
を

扱
い
、
治
療

し
て
い
ま
す
。

「
手
」
に
は
、

小
さ
な
ス
ペ

ー
ス
に
こ
れ

ら
の
す
べ
て

が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
た

め
に
治
療
に

難
渋
す
る
こ

と
も
少
な
く

な
い
の
で
す
。

「
ち
ょ
っ
と
し

た
手
の
怪
我

だ
か
ら
」「
指

の
骨
折
く
ら
い
」
と
放
置
さ
れ
た
り
、
時
間
が

経
っ
て
か
ら
受
診
さ
れ
た
り
す
る
方
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。
多
く
の
場
合
、
初
期
治
療
は
整

形
外
科
医
が
担
当
し
（
写
真
１
・
２
）、
診
断
・

治
療
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
治
療
に
難
渋
し
た
場

合
や
、
近
年
は
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
切
断
指

や
、
手
が
潰
さ
れ
る
よ
う
な
派
手
な
外
傷
、
と

き
に
顕
微
鏡
下
の
手
術
を
必
要
と
す
る
場
合
な

ど
、
手
外
科
専
門
医
の
存
在
価
値
が
出
て
き
ま

す
。現

在
、
日
本
手
外
科
学
会
が
認
定
し
た
手

外
科
専
門
医
は
全
国
に
７
７
９
名
い
ま
す
。
こ

の
中
で
茨
城
県
内
の
手
外
科
専
門
医
は
10
名
。

対
人
口
比
で
見
る
と
、
茨
城
県
の
人
口
が
約

３
０
０
万
人
で
す
か
ら
、
30
万
人
に
1
人
と
い

う
計
算
に
な
り
ま
す
。
東
京
の
１
０
５
名
／

約
１
３
０
０
万
人
（
13
万
人
に
1
人
）
に
比
べ

る
と
半
分
以
下
。
ち
な
み
に
手
外
科
専
門
医
の

最
も
少
な
い
県
は
鳥
取
県
（
人
口
58
万
人
）
の

1
人
で
す
。
し
か
し
、
茨
城
県
内
で
も
水
戸
よ

り
北
に
勤
務
す
る
手
外
科
専
門
医
は
私
1
人

で
、
水
戸
以
北

の
人
口
が
少
な

く
見
積
も
っ
て

も
１
０
０
万
人

と
考
え
る
と
、

茨
城
県
中
央
か

ら
北
部
地
域
に

は
、
手
外
科
専

門
医
が
非
常
に

不
足
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

手
外
科
手
術

の
多
く
は
、
拡

大
鏡
を
着
用

し
て
行
い
ま

す
（
写
真
3
）。

神
経
や
血
管

を
縫
合
す
る

際
は
、
顕
微
鏡

を
用
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
だ

手
術
す
れ
ば

良
い
と
い
う
も

の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
度
手

術
し
た
部
位
は
、
出
血
し
周
囲
組
織
と
癒
着
し

ま
す
。「
骨
折
は
治
っ
た
け
ど
、
指
は
動
か
な

い
」な
ん
て
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

固
有
指
部
か
ら
手
掌
遠
位
部
ま
で
はN

o m
an's 

land

と
呼
ば
れ
、
癒
着
の
好
発
部
位
で
す
（
図
）。

浅
指
屈
筋
腱
と
深
指
屈
筋
腱
が
交
差
す
る
部
位

で
も
あ
り
、腱
断
裂
の
治
療
に
は
難
渋
し
ま
す
。

手
術
も
さ
る
事
な
が
ら
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が

非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。「
手
」
の
リ
ハ
ビ

リ
は
、主
に
作
業
療
法
士
が
担
当
致
し
ま
す（
写

真
4
）。
時
に
痛
く
て
辛
い
リ
ハ
ビ
リ
も
、
適

切
な
知
識
を
持
っ
て
、
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ

ま
す
。

自
分
自
身
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、

手
外
科
専
門
医
と
は
い
え
、
す
べ
て
完
成
さ
れ

た
レ
ベ
ル
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
傷
や
疾
患
の

種
類
は
多
岐
に
渡

る
た
め
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
の
治

療
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
同
じ

整
形
外
科
の
仲
間

に
助
け
ら
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま

す
（
写
真
１
・
２
）。

「
手
」
に
関
し
て
お

困
り
の
際
は
、
ま

ず
は
整
形
外
科
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

自
己
紹
介

体
育
教
師
の
両
親
の
元
、
成
田
空
港
の
近
く

に
あ
る
千
葉
県
多
古
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

器
械
体
操
を
か
じ
り
、
走
る
の
も
比
較
的
早
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
時
代
か
ら
棒
高
跳
び

を
始
め
ま
し
た
。
筑
波
大
学
の
医
学
専
門
学
群

に
進
学
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
体
育
学
部
の
学

生
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
ま
し
た
。
如
何
に
し

て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
引
き
出
す
か
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
が
患

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
中
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
し
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
れ
な
り
の
実
績
と
引
き
換
え
に
、
1
年

余
分
に
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
（
苦
笑
）。
１
９
９
８
年
筑
波
大
学
整
形
外
科

入
局
後
は
、
前
教
授
の
落
合
直
之
先
生
の
元
、

２
０
０
９
年
に
「
キ
ー
ン
ベ
ン
ク
病
の
新
し
い

治
療
法
の
開
発
と
そ
の
基
礎
的
研
究
」
に
て
学

位
を
修
得
。
２
０
１
４
年
に
は
、
米
国
ミ
シ
ガ

ン
大
学
に
留
学
し
、
手
術
の
勉
強
を
し
て
き
ま

し
た
。
元
は
と
言
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に

非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
２
０
０
８

年
に
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

の
資
格
も
修
得
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
５
年

4
月
に
当
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。
今
後
は
当
院

の
特
性
を
十
分
活
か
せ
る
よ
う
に
、「
手
」
に
と

ど
ま
ら
ず
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
関
し
て
は
、

肘
・
肩
関
節
疾
患
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科
講
師　

小
川　
　

健

の
専
門
治
療
が

　

始
ま
り
ま
し
た

の
専
門
治
療
が

　

始
ま
り
ま
し
た

整形外科講師
小川　　健
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脳
死
判
定
の
手
順

日
本
に
お
い
て
は
、
脳
死
の
確
認

を
も
っ
て
患
者
さ
ん
の
死
と
み
な
す
行

為
は
、
脳
死
の
も
と
で
の
臓
器
移
植
を

前
提
と
し
た
場
合
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。あ
ら
ゆ
る
間
違
い
を
除
外
す
べ
く
、

厳
密
な
脳
死
判
定
の
方
法
・
順
番
が
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
以
下
に
概
要
を

お
示
し
い
た
し
ま
す
。

1
〝
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態
〞（
注
）

　
　

で
あ
る
こ
と
の
確
認

器
質
的
脳
疾
患
（
脳
内
出
血
・
く
も

膜
下
出
血
・
頭
部
外
傷
・
蘇
生
後
脳
症

な
ど
の
脳
自
体
の
損
傷)

に
よ
り
深
昏

睡
、
自
発
呼
吸
消
失
を
き
た
し
た
こ
と

は
、
通
常
の
日
常
診
察
の
範
囲
で
ほ
ぼ

推
察
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
の
様
な
患

者
さ
ん
に
対
し
、
脳
波
ま
で
含
め
て
検

査
を
行
い
、〝
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態
〞

で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
確
認
い
た
し
ま

す
。（

注
） 〝
脳
死
〞
と
断
定
す
る
の
は
、

2
回
の
法
的
脳
死
判
定
を
経

た
後
で
す

2  

臓
器
提
供
の
機
会
が
あ
る
こ
と

の
ご
家
族
へ
の
提
示

こ
の
の
ち
、
臓
器
提
供
の
機
会
が
あ

る
こ
と
を
ご
家
族
に
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。
臓
器
提
供
の
説
明
を
受
け
る
御
意

思
の
あ
る
場
合
は
、
中
立
的
な
組
織
で

あ
る
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
絡

い
た
し
ま
す
。

3 

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

 

か
ら
ご
家
族
へ
の
説
明

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
ご
家
族
に
、
臓
器
提

供
の
方
法
、
必
要
な
法
的
脳
死
判
定
の

手
順
な
ど
を
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
ご
家
族
よ
り
臓
器
提
供

の
御
意
思
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場

合
、
法
的
脳
死
判
定
の
準
備
を
い
た
し

ま
す
。

4 

法
的
脳
死
判
定

法
的
脳
死
判
定
は
、
脳
死
判
定
に

関
し
て
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
判
定
医

（
脳
神
経
外
科
医
・
神
経
内
科
医
・
救

急
医
・
集
中
治
療
医
な
ど)

が
2
名
以

上
で
行
い
ま
す
。

法
的
脳
死
判
定
は
い
か
な
る
間
違
い

も
避
け
る
た
め
、
時
間
を
あ
け
て
2
回

行
い
ま
す
。
こ
の
2
回
目
の
法
的
脳
死

判
定
を
も
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
死
亡
確

認
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
ご
家
族
に
死

亡
宣
告
い
た
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
臓
器
摘
出
ま
で
の
間
、

ド
ナ
ー
（
脳
死
を
確
認
さ
れ
た
患
者
さ

ん
）
の
全
身
状
態
の
管
理
を
行
い
臓
器

摘
出
手
術
の
準
備
を
進
め
ま
す
。
摘
出

手
術
の
あ
と
、
死
後
の
処
置
を
行
い
、

お
見
送
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
脳
死
を
も
っ
て
人
間

の
死
と
判
定
す
る
の
は
臓
器
移
植
を
目

的
と
し
た
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
の
判

定
に
は
非
常
に
厳
重
な
判
定
基
準
に
従

っ
て
、
時
間
を
か
け
て
複
数
回
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

脳
神
経
外
科　

講
師　

益
子
良
太
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脳
死
、
臓
器
移
植
解
説

シ
リ
ー
ズ
２

暑
く
な
る
今
か
ら
の
季
節
、
登
山
や
森

林
浴
な
ど
山
に
行
く
機
会
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
折
、
蜂
に
刺
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
時
の
対
処
法

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
の
軟

膏
を
使
用
し
ま
す
。
し
か
し
、
人
に
よ
っ

て
は
重
大
な
症
状
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
短
い
時
間
で

命
に
関
わ
る
（
血
圧
が
下
が
っ
た
り
、
意

識
が
な
く
な
る
な
ど
）
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

で
す
。

対
処
方
法
と
し
て
、
速
や
か
に
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
自
己
注
射
（
エ
ピ
ペ
ン
Ⓡ
）
を
用

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

エ
ピ
ペ
ン
は
、
太
も
も
の
前
外
側
に
や

る
（
衣
服
の
上
か
ら
で
も
使
用
で
き
る
）

注
射
で
、
血
圧
を
上
げ
て
意
識
を
失
う
よ

う
な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
る
の
を
予
防
す

る
薬
で
す
。
あ
く
ま
で
補
助
的
な
薬
な
の

で
使
用
後
は
た

だ
ち
に
医
療
機

関
に
受
診
が
必

要
で
す
。
エ
ピ

ペ
ン
は
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
人
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
を
発
現
す

る
危
険
性
の
高

い
人
が
対
象
と

し
て
保
険
診
療

で
処
方
が
可
能
で

す
。
以
前
蜂
に
刺

さ
れ
た
経
験
の
あ

る
方
や
、
こ
れ
か

ら
蜂
に
刺
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と

こ
ろ
に
行
く
予
定

が
あ
る
人
は
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
い
ざ
と
い
う

時
に
、
う
ま
く
注
射
で
き
る
よ
う
に
練
習

が
必
要
で
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
症
状
と
し
て
、

蕁
麻
疹
、
か
ゆ
み
、
赤
み
が
全
身
に
で
る

皮
膚
症
状
、
息
切
れ
や
咳
、
呼
吸
が
ゼ
ー

ゼ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
す
る
呼
吸
器
の
症

状
、
血
圧
の
低
下
や
意
識
喪
失
に
よ
り
倒

れ
た
り
、
失
禁
し
た
り
、
強
い
腹
痛
や
嘔

吐
の
症
状
が
で
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

薬
剤
部　

福
田
麻
衣

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て

アナフィラキシーの症状
・蕁麻疹・かゆみ
・全身に赤みがでる
・呼吸がゼーゼーする
・息切れや咳
・血圧の低下
・意識喪失
・失禁
・腹痛
・嘔吐　など

エピペン



ロ
コ
モ
と
は
運
動
器
症
候
群
と
も
い

い
、
運
動
器
の
障
害
に
よ
り
要
介
護
に
な

る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。
ロ

コ
モ
と
い
う
単
語
に
は
「
人
間
は
運
動
器

に
支
え
ら
れ
生
き
て
い
る
。
運
動
器
の
健

康
に
は
、
医
学
的
評
価
と
対
策
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
日
々
意
識
し
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
運
動
器
の
障
害
に
は
①
運

動
器
自
体
の
疾
患
と
②
加
齢
に
よ
る
運
動

器
機
能
不
全
が
あ
り
ま
す
。

① 

運
動
器
自
体
の
疾
患
（
筋
骨
格
運
動
器

系
）

加
齢
に
伴
う
様
々
な
運
動
器
疾
患
の
こ

と
で
、
変
形
性
関
節
症
、
骨
粗
鬆
症
に
伴

う
円
背
、
易
骨
折
性
（
ち
ょ
っ
と
し
た
外

傷
で
の
骨
折
）、
変
形
性
脊
椎
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
関
節

リ
ウ
マ
チ
で
は
、
痛
み
、
関
節
可
動
域
制

限
、
筋
力
低
下
、
麻
痺
、
骨
折
、
痙
性
な

ど
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
体
力
、
移
動

能
力
の
低
下
を
き
た
し
ま
す
。

②
加
齢
に
よ
る
運
動
器
機
能
不
全

加
齢
に
よ
り
筋
力
低
下
、持
久
力
低
下
、

反
応
時
間
延
長
、
運
動
速
度
の
低
下
、
巧

緻
性
低
下
、
深
部
感
覚
低
下
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
低
下
な
ど
身
体
機
能
が
衰
え
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
な
ど
で
運
動
不
足
に
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

低
下
な
ど
に
よ
り
運
動
機
能
の
低
下
が
起

こ
り
、容
易
に
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
は
メ
タ
ボ
や
認
知
症
と
並
び
、

健
康
寿
命
の
短
縮
、
寝
た
き
り
や
要
介
護

状
態
の
3
大
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
の
方
は
、
加
齢
や
運
動
不
足
に

伴
う
身
体
機
能
の
低
下
や
、
運
動
器
疾
患

に
よ
る
痛
み
、
易
骨
折
性
な
ど
多
様
な
要

因
が
あ
い
ま
っ
て
、
負
の
連
鎖
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
バ
ラ
ン
ス
能
力
、体
力
、

移
動
能
力
の
低
下
を
き
た
し
、
立
っ
て
歩

く
、
衣
服
の
着
脱
や
ト
イ
レ
な
ど
、
最
低

限
の
日
常
生
活
動
作
さ
え
も
自
立
し
て
行

え
な
く
な
り
、
健
康
寿
命
の
短
縮
、
閉
じ

こ
も
り
、
廃
用
症
候
群
、
寝
た
き
り
な
ど

の
「
要
介
護
状
態
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

実
際
に
自
分
自
身
や
家
族
が
ロ
コ
モ
な

の
か
判
断
で
き
る
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
を
紹

介
し
ま
す
。

【
自
宅
で
行
え
る
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
】

●
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
履
け
な
い

② 

家
の
中
で
つ
ま
づ
い
た
り
滑
っ
た
り

す
る

③
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要

④
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難

⑤ 

2
㎏
程
度
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ
ッ

ク
2
個
程
度
）
を
持
ち
帰
る
の
が
困
難

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜

査
部
の

検

臨
床

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜

査
部
の

検 放
射
線
部
の

の

臨
床
工
学
技
士

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜

の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

チ
ョ
ッ
ト
耳
貸
し
て
〜 の

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

⑥ 

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い

⑦ 

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

※ 

1
項
目
で
も
当
て
は
ま
る
と
、
あ
な
た

も
将
来
ロ
コ
モ
に
な
る
可
能
性
が
…

【
ロ
コ
モ
を
診
断
で
き
る
テ
ス
ト
】

ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

詳
細
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い

※ 

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ
参
照

　

https://locom
o-joa.jp/check/test/

【
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
】

こ
こ
で
ロ
コ
モ
対
策
と
し
て
推
奨
さ
れ

て
い
る
、
い
く
つ
か
の
運
動
療
法
を
紹
介

し
ま
す
。（
左
写
真
参
照
）

ロ
コ
モ
は
意
外
と
身
近
で
す
。
大
切
な

こ
と
は
自
分
の
身
体
の
こ
と
を
少
し
で
も

気
に
か
け
、
適
度
な
運
動
の
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。
簡
単
な
運
動
な
の
で
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
士　

飛
田　

広
大

作
業
療
法
士　

泉　

明
日
香

今
回
は
最
近
話
題
に
あ
が
っ
て
い
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
通
称
：
ロ
コ
モ
）
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ロコトレ

①片脚立ちのバランス
　エクササイズ
・姿勢は真っ直ぐ
・ 支えが必要な人は机や壁
に手をつく
・ 足は床に付かない程度上
げる
・ 左右1分ずつ1日3回

②下肢筋力強化の
　ためのスクワット
・ 肩幅より少し広めに足を
広げて立つ
・つま先は30度程度開く
・ 膝がつま先より前に出ない
・ 膝は足の人差し指と同じ
方向を向く
・ お尻を後ろに引くように身
体を沈める
・ 難しい人はイスに腰掛け、
机に手をついて立ち座り
動作を繰り返す
・ 深呼吸するペースで5～6
回、1日3回

ロコモ予備軍にオススメな運動

①カーフレイズ
（ふくらはぎの筋トレ）

・ 両足で立った状態でかか
とを上げてゆっくりかかと
を降ろします
・ 自信のある人は片脚でやっ
てみましょう
・ バランスの悪い人は必ず
机や壁に手をつきましょう
・ 出来る範囲で10～20回を
2～3セット

②フロントランジ（柔軟性+バランス+筋力の向上）
・ 脚をゆっくり大きく前に踏み出す
・ 太ももが水平になるくらいに腰を下げる
・ 出来る範囲で5～10回を2～3セット

夏
に
美
味
し
い
魚
と
言
え
ば
、
カ
ツ
オ
、
ア
ジ
、

ア
ナ
ゴ
、
ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
白

身
魚
の
代
表
と
言
え
ば
ス
ズ
キ
で
し
ょ
う
。

ス
ズ
キ
は
出
世
魚
で
す
。
セ
イ
ゴ
↓
フ
ッ
コ
↓
ス

ズ
キ
と
呼
び
名
が
変
わ
り
ま
す
。
ス
ズ
キ
の
名
の
由

来
は
、「
そ
の
身
白
く
て
、
す
す
ぎ
た
る
様
に
清
げ

な
る
魚
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
す
す
ぎ
洗
い
し

た
よ
う
に
身
が
美
し
い
こ
と
か
ら
、こ
の
「
す
す
ぎ
」

が
「
す
ず
き
」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ズ
キ
は
、
最
大
で
体
長
１

メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。
食

べ
方
と
し
て
は
、
あ
ら
い
、
刺

身
、
塩
焼
き
、
ホ
イ
ル
焼
き
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
簡
単
で
美

味
し
い
ム
ニ
エ
ル
を
紹
介
し
ま

す
。

〈
ス
ズ
キ
の
ム
ニ
エ
ル
の
作
り
方
〉

① 

ス
ズ
キ
の
切
り
身
に
大
さ
じ
２
杯
の
白
ワ
イ
ン

と
塩
、
こ
し
ょ
う
を
少
々
ふ
り
、
15
分
ほ
ど
お

い
た
後
、
水
気
を
ふ
き
取
り
、
全
体
に
小
麦
粉

を
ま
ぶ
し
ま
す
。

② 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
、
バ
タ
ー
各
大

さ
じ
１
杯
を
熱
し
、
ス
ズ
キ
を
ゆ
す
り
な
が
ら

両
面
に
う
す
い
焦
げ
目
が
つ
く
く
ら
い
ま
で
中

火
で
焼
き
ま
す
。
白
ワ
イ
ン
大
さ
じ
２
杯
、
レ

モ
ン
汁
大
さ
じ
１
杯
を
加
え
て
ふ
た
を
し
、
５

分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
し
て
取
り
出
し
ま
す
。

③ 

②
の
空
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
大
さ
じ
一

杯
を
熱
し
、
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
１
杯
を
加
え
、

温
め
て
レ
モ
ン
ソ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

④ 

ス
ズ
キ
の
ム
ニ
エ
ル
に
レ
モ
ン
ソ
ー
ス
を
か

け
、パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
ふ
り
か
け
ま
す
。

塩
茹
で
し
て
適
当
な
長
さ
に
切
っ
た
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
と
プ
チ
ト
マ
ト
を
添
え
て
完
成
で
す
。

 

栄
養
部　

根
本
裕
美

食
に
関
し
て
の
豆
知
識

夏
の
美
味
し
い
魚 

ス
ズ
キ

アナフィラキシーの症状
・蕁麻疹・かゆみ
・全身に赤みがでる
・呼吸がゼーゼーする
・息切れや咳
・血圧の低下
・意識喪失
・失禁
・腹痛
・嘔吐　など



コラム　研究員に聞いてみよう

あなたの中性脂肪（トリグリセリド）の数値は大丈夫ですか?　　茨城県健康研究　
近年、食習慣の欧米化、運動量の低下などが原因で、2型糖尿病の増加

が深刻な問題となっています。実際に、2012年厚生労働省の全国調査に
よると、糖尿病が強く疑われる人は約2,050万人、糖尿病の可能性が否定
できない人は約1,100万人と推定されており、両者で約3,150万人にものぼ
ります。つまり、成人のうち、約5人に1人が糖尿病の可能性があり、40
歳以上の約3人に1人が糖尿病または予備群となります。
糖尿病の発症には、肥満、家族に糖尿病がいること、喫煙などいろいろ

なものが関与していますが、メタボリック症候群の要素のひとつである中
性脂肪（トリグリセリド）がどのように影響しているかに関して、細かく
検討した研究はあまり多くありませんでした。さらに、肥満度（身長、体
重から計算される指標：体重kg／（身長m）2）別に、中性脂肪（トリグリ
セリド）が糖尿病の発症に与える影響を詳しく調べた研究はありませんで
した。また中性脂肪（トリグリセリド）は食事の影響を受けますが、空腹
と非空腹を同時に検討した研究もありませんでした。今回、当院内分泌代
謝内科・糖尿病内科研究室の藤原和哉医師らの研究により、中性脂肪（ト
リグリセリド）は、男性では空腹・非空腹、女性では非空腹において、肥
満などの影響を取り除いても、糖尿病の発症に関係していることが示され、
その研究成果が日本の動脈硬化のガイドライン（指針）を作成している、
日本動脈硬化学会雑誌に発表されることになりました。

本研究では、茨城県健診を受診した男性127,176人に関して、食事の
影響や肥満度の影響を考え、中性脂肪（トリグリセリド）と2型糖尿病
発症の関係を検討しました。
その結果、中性脂肪（トリグリセリド）は、男性では空腹・非空腹、

女性では非空腹において、肥満などの影響を取り除いても、糖尿病の発
症に関係していることが示されました。具体的には、男性では空腹時に
おいて100mg/dL、非空腹時において116mg/dL、女性では非空腹時に
おいて113mg/dLといったとても低い数値からその後の糖尿病の発症と
関係することが示されました。今回の結果から、血液検査の中性脂肪（ト
リグリセリド）の数値が高い人は糖尿病の発症を防ぐため、より注意す
ることが必要な可能性が指摘されました。
当院では、かかりつけ医と連携しながら、栄養指導などにも取り組んでお

きますので、気になる患者様は、お気軽に外来主治医にご相談ください。
Kazuya Fujihara, Ayumi Sugawara, Yoriko Heianza, Toshimi Sairenchi, 

Fujiko Irie, Hiroyasu Iso, Mikio Doi, Hitoshi Shimano, Hiroshi Watanabe, 
Hirohito Sone, Hitoshi Ota. Utility of the triglyceride level for predicting 
incident diabetes mellitus according to the fasting status and body mass 
index category: the Ibaraki Prefectural Health Study. J Atheroscler 
Thromb. 2014; 21: 1152-69

梅
雨
空
が
続
き
、
う
っ
と
う
し
い
気
分
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
紫
陽
花
に
落
ち
る
雨
粒
に
愛
お
し
さ
を

感
じ
る
季
節
で
す
。皆
さ
ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、
６
月
18
日
19
日
、
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ

た
第
65
回
日
本
病
院
学
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
学
会
発
表
で
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、「
整
形
外
科
病
棟
に
お
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
た
調
査
報
告
書
・

申
し
送
り
の
検
討
」
に
つ
い
て
無
事
に
発
表
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
学
会
は
、「
日

本
に
お
け
る
医
療
改
革
の
あ
る
べ
き
姿
」

－

地
域

で
治
し
・
支
え
る
新
し
い
医
療

－

と
い
う
テ
ー
マ

で
、
一
般
演
題
５
０
１
題
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

１
５
９
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
病
床
の
機
能

分
化
や
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
地
域
全
体
で
取
り
組

む
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
支
え
る
医
療
で
あ
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
と
て
も
貴

重
な
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
２
０
０
０
名

が
参
加
さ
れ
た
盛

大
な
学
会
で
、様
々

な
視
点
か
ら
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

沢
山
の
良
い
刺
激

を
受
け
て
、
他
の

病
院
で
の
取
り
組

み
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
、
多
く
の
事
を
学
び

充
実
し
た
2
日
間
で
し
た
。
学
会
で
得
た
の
も
を

今
後
の
看
護
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

４
西
病
棟　

杉
山
正
美

6
月
18
日
、
19
日
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
日
本
病
院
学
会
に
参
加
し
、「
心

電
図
モ
ニ
タ
ー
ア
ラ
ー
ム
に
お
け
る
新
人
看
護

師
の
意
識
調
査
」

に
つ
い
て
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
新
人
看

護
師
が
な
ぜ
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
を
怖

い
、
難
し
い
と
感

じ
て
い
る
の
か
原

因
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
新
人
教
育
を
考

え
直
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
学
会
発
表

で
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
い
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
会
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
地
域
で
治

し
支
え
る
新
し
い
医
療
」
と
あ
る
よ
う
に
、
包
括

支
援
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
重
要
性
を
再
認

識
で
き
、
他
職
種
と
の
連
携
の
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
今
回
学
ん
だ
事
を
、
今
後
の
看
護
活
動
に

活
か
し
て
い
き
、
さ
ら
に
患
者
様
に
よ
り
良
い
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
看
護
介
入
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

 

2
東
病
棟　

武
士
順
一

今
回
、
初
め
て
院
外
で
の
発
表
を
行
い
大
変
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
後
2
年
目
で
取
り
組
ん
だ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

を
変
更
訂
正
し
無
事
に
発
表
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
他
職
種
の
方
た
ち
の
発
表
も
多
く
見

聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
、
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
発
表
を
踏
ま
え
、
卒
後
3
年
目
の

看
護
研
究
を
意
義
の
あ
る
研
究
に
し
て
、
ま
た
こ

の
貴
重
な
経
験
を
日
々
の
手
術
室
業
務
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

手
術
室　

菅
原
実
可
子

６
月
20
日
茨
城
看
護
協
会
通
常
総
会
に
お
い
て

優
良
看
護
職
員
と
し
て
茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
私
が
今
日
ま
で
看
護
師
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
諸
先
輩
方
、

職
場
の
皆
様
、
そ

し
て
家
族
の
協
力

の
お
か
げ
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も

感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
向

上
心
を
持
ち
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

看
護
師　

佐
々
木
良
枝

第
65
回 

病
院
学
会
に
参
加
し
て

平
成
27
年
度 

優
良
看
護
職
員

茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
を

受
賞
し
て

総
合
診
療
科
医
師
の
片

山
と
申
し
ま
す
。
医
局
の

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
の

も
と
で
不
定
期
に
生
け
花

を
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
私
の
流
派
は

嵯
峨
御
流
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
で
は
瓶
花
の
斜

成
体
と
い
う
生
け
方
で
枝
ぶ
り
と
花
の
美
し
さ
を
活
か

す
生
け
方
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
師
と
離
れ
て
4
年
目
の
今
年
、
ふ
と
「
守

破
離
」
と
師
に
言
わ
れ
育
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
今
回
も
あ
る
型
を
「
守
っ
て
」
生
け
て
い
ま
す
。

そ
の
型
を
破
る
こ
と
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
最
後
に
普
遍
的
な
も
の
を
創
れ
れ
ば
自
分

の
道
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

医
者
の
世
界
も
同
様
で
す
。
日
々
、
先
生
方
の
型
を

「
守
る
」
毎
日
。
私
の
生
け
花
と
違
い
、
沢
山
の
師
に

交
わ
れ
る
、
そ
ん
な
職
場
で
す
。

 

総
合
診
療
科　

片
山
皓
太   

癒
し
の
時
間

6
月
26
日
（
金
）、
茨
城
大
学
教
育
学
部 

附

属
小
学
校
四
年
生
の
児
童
7
名
が
来
院
し
「
総

合
的
な
学
習
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
医
師
へ

の
取
材
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
将
来
、
医

師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
児
童

た
ち
の
質
問
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、「
ど
う
し

て
医
者
を
目
指
し
た
の
か
」「
今
、
何
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
か
」
な
ど
、
渡
邊
宗
章
副
院

長
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。
予

定
し
た
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
熱
心
に

メ
モ
を
と
る
児
童
た
ち
の
目
は
と
て
も
キ
ラ
キ

ラ
し
て
お
り
、
当
院
に
と
っ
て
も
医
師
と
い
う

職
業
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
、
夢
を
か

な
え
て
ぜ
ひ
当
院
へ

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
ね
。

 

庶
務
課　

飯
村
真
樹

小
さ
な
お
客
様



第
42
回
関
東
農
村
医
学
会
学
術
総
会
は
、
平
成

27
年
7
月
11
日
、
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
い

て
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ

ン
タ
ー
総
合
病
院
水
戸
協
同
病
院
長
平
野
篤
会
長

の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
会
テ
ー
マ
は
、「
地
域
医
療
に
お
け

る
医
療
人
の
役
割
」と
し
ま
し
た
。
特
に
教
育
は
、

地
域
医
療
を
担
う
医
療
人
が
地
域
に
対
し
て
永
世

に
責
任
を
果
た
し
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な
使
命
で

あ
り
、
次
の
世
代
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
医

療
の
現
場
で
い
か
に
育
て
上
げ
て
ゆ
く
べ
き
な
の

か
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
れ

ば
と
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
長
の
松
村

明
先
生
に
「
地
域
医
療
に
お
け
る
医
療
人
材
育
成

の
あ
り
方
〜
大
学
病
院
と
地
域
医
療
の
連
携
」
と

題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
を
は
じ

め
と
し
た
教
育
セ
ン
タ
ー
や
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
県
内
に
配
置
し
、
そ
こ
に
教
官
を
配
属
し
地
域

医
療
の
現
場
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
行
う

と
い
う
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
広
い
会
場
は
、
関
東
一
円
か
ら
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
聴

講
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、「
地
域
が
育

て
る
医
療
人
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
と
題
し
、

医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
検
査
技

師
、
そ
し
て
事
務

職
員
の
み
な
さ
ま
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
院
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
・
部
署
で
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
施

設
で
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
自
施
設
の
改
善
に
繋
が
る
有
意
義
な
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
演
題
は
１
３
６
題
と
大
変
多
く
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
技
師
、
栄
養
士
、
事
務
職
員
の
み
な
さ
ま
な
ど

か
ら
、
多
く
の
研
究
成
果
や
症
例
報
告
を
ご
発
表

い
た
だ
き
、
各
会
場
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ド
ク
タ
ー
Ｇ
こ

と
徳
田
安
春
先
生
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸
地

域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
長
の
渡
辺
重
行
先
生
、
そ

し
て
日
本
看
護
協
会
前
常
任
理
事
の
松
月
み
ど
り

先
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
ご
講
演
い

た
だ
き
、
各
セ
ミ
ナ
ー
は
１
０
０
人
以
上
の
聴
講

者
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

当
学
会
が
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
40
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
水
戸
市
の
観

光
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
4
名
の
「
水
戸
の
梅
大

使
」
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
る
み
な

さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
会
場
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水
戸
市
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
み
と
ち
ゃ

ん
」
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ま
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
優
秀
演
題
賞
の

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
補
佐
も
つ
と
め
て
頂
く
な
ど
学

会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
華
や
か

で
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
大
変
有
意
義
な
学
会
が

進
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
当
院
で
学
会
を
主
催
す
る
の
は
2
年

ぶ
り
で
し
た
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
当
日

も
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
当
院
の
職
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
も
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

実
行
委
員
長　

秋
月
浩
光

　

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
ほ
ん
と
は
こ
れ
だ
け
！

モ
ニ
タ
心
電
図
の
極
意
」

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
チ
ケ
ッ
ト
が
一

番
最
初
に
な
く
な
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
し
た
。
講

演
が
始
ま
る
と
、「
心
電
図
の
こ
れ
だ
け
！
っ
て
ど

れ
だ
け
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
す
。」
と
図
解
さ
れ
た

下
記
の
表
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
判
断
基
準
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

頻
脈
と
は
１
０
０
回
／
分
で
す
。
上
室
性
（
ナ

ロ
ー
）
の
も
の
か
下
室
性
（
ワ
イ
ド
）
の
も
の
に

わ
け
ら
れ
る
。

上
室
性
な
ら
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ら
洞
結
節
（
サ

イ
ナ
ス
）・
心
房
粗
動
・
心
房
頻
拍
・
発
作
性
上

室
頻
拍
（
Ｐ
Ｓ
Ｖ
Ｔ
）、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ら
心

房
細
動
（
Ａ
Ｆ
）、
下
室
性
な
ら
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
ら
心
室
頻
拍
（
Ｖ
Ｔ
）、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ら

ト
ル
サ
ー
ド
ド
ポ
ア
ン
ツ
、
心
室
期
外
収
縮
（
Ｖ

Ｐ
Ｃ
）
と
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
と
。

実
際
の
心
電
図
モ
ニ
タ
を
も
と
に
、
1
ペ
ー
ジ

に
４
つ
の
心
電
図
が
表
記
さ
れ
て
お
り
、
12
ペ
ー

ジ
に
わ
た
っ
て
上
記
の
分
類
を
判
断
す
る
と
い
う

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
の
著
書
で
あ
る
『
心
電
図
の

読
み
方
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

－

理
論
と
波

形
パ
タ
ー
ン
で
徹
底
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
』
が
4
冊

用
意
さ
れ
て
お
り
、
演
習
の
好
成
績
2
名
、
最
低

成
績
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。購
入
す
る
と
高
価
な
も
の
で
あ
る
為
、

出
席
者
全
員
が
、
歓
喜
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
一

つ
一
つ
解
説
を
交
え
な
が
ら
正
解
発
表
を
行
い
、

正
解
・
不
正
解
に
よ
り
出
席
者
か
ら
は
、
喜
び
と

残
念
が
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

演
習
が
終
了
す
る
と
、
モ
ニ
タ
装
着
場
所
に
よ

る
波
形
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
美
し
い
心

電
図
の
波
形
を
出
す
た
め
の
装
着
位
置
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

演
習
の
結
果
は
、
全
問
正
解
者
が
1
名
い
ま
し

た
が
、
す
で
に
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
の
著
書
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
1
問
間
違
い
の
3
名
に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
最
低
成
績
の
人
は
言
い
出
し
づ
ら
い
で

あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
、「
私
こ
そ
！
こ
の
中
で
一
番

出
来
な
か
っ
た
は
ず
！
と
自
己
申
告
で
き
る
勇
気

あ
る
方
。」
と
い
う
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
の
ご
配
慮
で
、

講
演
終
了
後
、
16
名
程
度
の
方
が
申
し
出
て
、
じ
ゃ

ん
け
ん
で
1
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
の
業
務
に
と
て
も
自
信
が
付
く
程
、
分
か
り

や
す
い
講
演
で
し
た
。
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
の
人
柄

や
、
優
し
い
話
し
方
で
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
堅
苦
し
く
な
い
充
実
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、
心
電
図
モ
ニ
タ
を
見

て
上
記
の
表
に
出
さ
れ
た
判
断
を
専
門
用
語
を

使
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
科
の
医
師
に
報
告
す
る
と
、

「
こ
い
つ
！
で
き
る
な
！
」
と
思
わ
れ
る
。
と
の

事
だ
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
機
会
が
あ
れ
ば
報
告
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
講
演
が
終
わ
る
と
、

全
員
か
ら
拍
手
喝
采
で
講
演
が
好
評
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

 

看
護
師　

小
豆
畑
詠
美

「
総
合
内
科
診
療
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
」

講
師
は
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
徳
田
安
春
先

生
で
し
た
。
先
生
は
い
つ
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
研
修
医
に
大
切
と
言
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
今
回
は
血
液
ガ
ス
分
析
に
焦
点
を
あ
て

色
々
な
事
例
を
通
し
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。患

者
情
報
に
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
血
液
デ
ー

タ
、
血
液
ガ
ス
な
ど
か
ら
疾
患
を
絞
り
込
み
、
治

療
ま
で
行
う
一
連
の
流
れ
が
看
護
師
の
私
に
も
分

か
り
や
す
く
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
看
護
に
も
生
か
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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A：①～⑤全て正解です。
褥瘡（床ずれ）とは、ベッドのマットや布団、車いすなどと接触
する部分の皮膚が長い時間続けて圧迫されることで血流が悪くな
り、皮膚や皮下組織、筋肉などが死んでしまうことです。寝たきり
あるいは1日のほとんどをベッドや布団、車いす上で過ごし、自分
で姿勢を変えることが難しい人にできやすくなっています。骨が突
出していて、ベッドのマットや布団、車いすなどで圧迫されている
ところが褥瘡になりやすく、もっともできやすい部位はおしりの上
の部分の仙骨という骨の部分です。
クイズの選択肢は全て正解ですが、以下に簡単な解説を載せます。
参考にして下さい。

①かかりつけ医に相談する。
　褥瘡の一般的な治療法としては、塗り薬やドレッシング材（被覆
材）を用いた保存的治療、手術による外科的治療があります。時期
に応じて適切な治療があるため、相談しながら治療法を決定してく
ださい。また、介護サービスを利用するためには、主治医意見書と
いうものが必要となります。かかりつけ医に相談しましょう。

②要支援・要介護申請
　介護サービスを利用するためには、市町村が行う「要支援・要
介護認定」の判定が必要です。まずはお住まいの市町村の担当窓
口に「要支援・要介護認定」の申請をしてください。判定された
要支援度・要介護度に基づいて「ケアプラン」が作成された後、
介護サービスを受けることができます。

③体位変換
　褥瘡（床ずれ）ができたり、悪化を予防したりするためには、体
の同じ部位の皮膚に加わる力を小さくし、負荷がかかる時間を短く

しなければなりません。そのためには、適度に体の
向きや姿勢を変える体位変換が大切です。横になっている場合は、
2時間ごとを目安に体の向きや姿勢を変える体位変換が推奨されて
います。ただし、患者さんの痩せている程度、体圧分散用具の使用
の有無など、複数の要因が関係するため、何時間ごとの体位変換が
よいかは患者さんによって違うため、医師や看護師などと相談して
体位変換スケジュールを立てましょう。

④体圧分散
　体圧分散とは、ベッドのマットや布団、車いすなどから体の表面
に加わる圧力を分散させて、体の一部分に集中して加わる圧力をで
きるだけ小さくするためのものです。体圧分散をするには、体の形
に合うように体が沈みこむマットレスを用います。マットレスと体
の接触面積を広くすることで、体にかかる圧力を分散することがで
きます。体圧分散用具には、素材・機能・使用方法などさまざまな
ものがあります。用具が患者さんに合っていないと、逆に褥瘡（床
ずれ）を発生させてしまう場合があるので、医師・看護師・ケアマ
ネジャーなどと相談して、患者さんの状態に合ったものを選びま
しょう。

⑤栄養状態に注意する
　褥瘡（床ずれ）の予防とケアでは、タンパク質、ビタミン、ミネ
ラルなどをバランスよく補うことが大切です。水分は1日に体重
1kgあたり25㎖、エネルギーは体重1kgあたり25～30kcalを
目安に摂るようにしてください。また、毎日の食事量に変化がない
か気をつけましょう。食事が十分摂れなくなったら、医師や看護師
に相談してください。

問題作成：研修医　貴達　俊徳
監修：皮膚科部長　田口詩路麻

（解答・解説）

就職説明会
　　 花火大会

■場　所　総合病院水戸協同病院　東棟4階
■参加費　無料
■対　象　コメディカル

8月7日（金）18：00開始予定 平成27年 8月1日より、
病院内の安全確保のため、
正面玄関を施錠致します。

患者様へのお知らせ

正面玄関の早朝・
夜間施錠について

救急受診の場合や、急なご用のある方は、正面
玄関脇に設置されているインターホン呼び出し
にて、係員に用件をお話しください。

午後7時30分～
　　　午前7時30分

施錠
時間

vol.20


